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ク
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三
月
十
日
の
夕
方
、
市
内
の
農
産
物
直
売
所
「
風

土
村
」に
お
い
て
香
取
の
地
酒（
夢
遥
・
ゆ
め
は
る
か
）

新
酒
の
利
き
酒
会
が
宇
井
市
長
を
来
賓
に
迎
え
、
百

二
十
名
の
参
加
者
の
な
か
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夢
遥
は
、
私
た
ち
が
生
産
し
た
「
ふ
さ
こ
が
ね
」

を
原
料
に
市
内
の
東
薫
酒
造
に
醸
造
を
委
託
し
て
い

ま
す
。
夢
遥
の
新
酒
利
き
酒
会
は
、
今
年
で
四
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
催
の
「
夢
遥
を
育
て
る
会
」
は
、「
地
元
米
で

地
酒
を
造
ろ
う
」
と
八
都
地
区
の
有
志
や
千
葉
県
酒

販
の
流
通
事
業
者
、
風
土
村
、
地
元
で
ハ
ム
、
ウ
イ

ン
ナ
ー
等
の
製
造
販
売
を
行
う
サ
ン
ラ
イ
ズ
フ
ァ
ー

ム
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、「
ふ
さ
こ
が
ね
」
の
田
植
え
体
験

活
動
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
参
加
者
は
小
学
校

や
都
市
部
の
勤
労
者
世
帯
の
子
供
た
ち
か
ら
大
人
ま

で
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
た
っ
ぷ
り
と
田
園
の
き
れ
い
な

空
気
を
楽
し
み
、
青
空
の
も
と
、
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
を

堪
能
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。　

　

地
域
の
農
業
を
楽
し
ん
で
暮
ら
せ
る
夢
づ
く
り
を

託
し
て
、「
夢
遥
を
育
て
る
会
」
の
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。　

　

本
活
動
は
、「
八
都
小
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

環
境
・
産
業
部
会
活
動
」
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

香 取 市

平成２9年5月



かとり農業委員会だより 平成２９年５月（２）

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
と
い
う
新
た
な
組
織
構
成

と
な
り
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
体
制
に
移
行
し
た
他
の

農
業
委
員
会
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分

担
な
ど
、
未
だ
に
模
索
を
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

そ
こ
で
、
相
互
の
連
携
強
化
を
図
り
、
円
滑

な
委
員
会
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
と
の
意
見
交
換
会
を
昨
年
12

月
21
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、事
前
審
査
会
、農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、

総
会
に
も
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
出
席

し
、
担
当
す
る
地
区
の
農
地
利
用
最
適
化
に
関

す
る
活
動
報
告
を
行
っ
た
り
、
農
地
の
権
利
移

動
や
転
用
に
あ
た
っ
て
意
見
を
述
べ
た
り
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
指
針
の
作
成
に
取
り
組
む

な
ど
、
積
極
的
に
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員

は
、
適
切
な
役
割
分
担

と
連
携
の
も
と
に
、
農

業
委
員
会
全
体
と
し
て

担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
や
集
約
化
を
加

速
す
る
と
と
も
に
、
耕

作
放
棄
地
発
生
防
止
、

解
消
等
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
意
見
交
換
会
を
開
催

（
内
山
　
勝
己 

農
業
委
員
）

　

研
修
会
は
、
千
葉
県
農
業
会
議
主
催
に
よ
り
、

１
月
20
日
の
農
業
委
員
会
総
会
終
了
後
に
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
も
参
加
し
て
合
同
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

関
東
農
政
局
千
葉
支
局
、
県
農
林
水
産
部
、

県
園
芸
協
会
な
ど
か
ら
の
、
様
々
な
情
報
提
供

と
質
疑
を
行
い
、「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
を
推

進
す
る
上
で
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
は
、
人
と
農
地
の
問
題
、
農
地

中
間
管
理
事
業
、
遊
休
農
地
解
消
対
策
、
農
地

利
用
の
最
適
化
推
進
へ
の
取
組
み
、
質
疑
及
び

意
見
交
換
な
ど
で
し
た
。

　

研
修
の
冒
頭
、
千
葉
県
の
遊
休
農
地
の
合
計

面
積
が
全
国
有
数
の
ワ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
と
知
り
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
研
修
会
は
、
昨
年
４
月
の
新
任

式
か
ら
今
回
ま
で
約
２
カ
月
に
１
回
程
度
の
割

合
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
と
し
て
も
、

農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
て
様
々
な
研
修
を

受
講
し
、
知
識
の
習
得
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し

て
得
た
知
識
や
情

報
を
農
業
委
員
会

活
動
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
農
家
の

皆
様
に
も
委
員
会

だ
よ
り
等
の
紙
面

を
通
じ
て
発
信
し
、

周
知
を
図
っ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
市
町
村

巡
回
研
修
会
を
開
催

（
鈴
木
　
清 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
）

　
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
を
推
進
す
る
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
策
定
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

３
月
末
現
在
の
活
動
実
績
と
経
過
・
予
定
に
つ
い
て
は
、
左
記

の
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
本
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
《
農
業
委
員
会
が
参
加
し
、
策
定
さ
れ
た
地
域
》

　

堀
之
内
、小
見
、西
和
田
、山
倉
、与
倉
、大
根
、佐
原
西
部
工
区
、

向
津
、
大
倉
新
田
、
神
生

　
《
現
在
、
策
定
中
や
予
定
の
あ
る
地
域
》

　

中
郷
・
本
西
、笄
島
、岡
飯
田
、仁
良
、本
矢
作
、貝
塚
、高
萩
（
中

峰
）、
三
ノ
分
目
、
沢
、
石
納
・
野
間
谷
原
、
大
戸
、
加
藤
洲
、
篠
原
、

谷
中
、
富
田
・
関

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
支
援
状
況

　

私
の
住
む
与
倉
は
市
の
西
部
に
位
置
し
、
水
稲
が
中
心
作
物
で

す
が
、
水
田
は
整
形
・
不
整
形
が
混
在
し
、
大
部
分
が
10
a
前
後

で
作
業
性
の
悪
い
地
域
で
す
。

　

農
作
業
に
従
事
す
る
方
は
、
60
才
代
が
中
心
と
、
高
齢
化
が
進

む
中
、
10
年
後
に
は
農
業
は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
環
境
の
維
持
も
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
況
の
農
地

の
維
持
、管
理
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
、私
た
ち
の
役
割
と
考
え
、

平
成
27
年
に
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
よ
る
環
境
保
全
会

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
保
全
会
の

役
員
が
中
心
と
な
り
、
今
後
の
地
域
農

業
の
担
い
手
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、

昨
年
度
に
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
に

着
手
い
た
し
ま
し
た
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
、
環
境
保
全
会
に

よ
り
地
区
内
の
農
地
と
環
境
を
良
好
な

状
態
で
次
世
代
に
渡
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
を
通
じ
て

（
片
野 

壽
夫 

農
業
委
員
）



かとり農業委員会だより平成２９年５月（３）

　

29
年
３
月
香
取
市
議
会
に
お
い

て
、
大
堀 

潔 

氏
（
八
筋
川
甲
）
の

農
業
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
が

あ
り
、
４
月
か
ら
活
動
を
し
て
い
ま

す
。【
担
当
地
区
：
新
島
地
区
】

香
取
市
農
地
賃
借
料
情
報

平
成
28
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締
結
（
公

告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
水
準

（
10
a
あ
た
り
）
は
左
の
表
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
農
地
の
賃
貸
料
を
決
め
る
際
の
参
考
と
し

て
ご
活
用
下
さ
い
。

農
作
業
標
準
賃
金
・
機
械
作
業
料
金

　
左
の
表
の
標
準
賃
金
並
び
に
標
準
作
業
料
金
に
つ
い
て
は
、
千

葉
県
農
業
会
議
の
開
示
資
料
を
香
取
市
は
準
拠
し
て
お
り
ま
す
。

　
作
業
料
金
を
決
め
る
際
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
下
さ
い
。

新 

農
業
委
員
の
紹
介

　

３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
農
業
委

員
会
・
第
12
回
総
会
に
お
い
て
、
山

田 

宏
一
氏（
市
和
田
）が
委
嘱
さ
れ
、

４
月
か
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
島
地
区
の
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
担
当
地
区
を
一
部
変
更
し

ま
す
。

　

〇
塙　

推
進
委
員

　
　

八
筋
川
・
大
島
・
三
島
・
境
島

　
　

扇
島 

　

〇
山
田　

推
進
委
員

　
　

加
藤
洲
・
磯
山
・
扇
島
下
の
洲

　
　

加
藤
洲
下
の
洲
・
市
和
田

　
　

附
洲
新
田
・
公
官
洲

新 

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
紹
介

お
知
ら
せ

【田（水稲）の部】 （単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

【畑（普通畑）の部】

※データ数は、集計に用いた筆数である。
※賃借料を物納（水稲）としている場合は、60㎏あたり12,400 円に換算している。

１ 農作業標準賃金（平成29年度）

２ 水田機械作業標準料金（平成29年度）

＊乾燥調製、育苗を除く作業はオペレーター１人付料金

地　区　名
佐原地区
小見川地区
山田地区
栗源地区
全市平均

平均額
17,000
10,300
9,900
6,900
11,500

最高額
29,000
16,500
15,600
14,000

最低額
6,200
3,700
5,000
5,000

データ数
766
1,589
439
52

地　区　名
佐原地区
小見川地区
山田地区
栗源地区
全市平均

作業種目
水田作業
畑作業

果樹収穫作業

契約種別 標準賃金 備　　考

作業種目 契約種別 標準料金 備　　　　考

平均額
11,100
7,000
11,300
10,200
9,700

最高額
17,500
12,000
18,000
18,600

最低額
5,000
3,000
3,600
5,000

9,900
8,200
7,700

1 日
1 日
1 日

データ数
64
45
46
38

実労働時間　８時間
実労働時間　８時間
実労働時間　８時間

5,800耕　起 トラクター 10a 請負

6,200代かき 10a 請負トラクター
⑴仕上げの料金、⑵ドライブハロー
使用、⑶ロータリーを使用の場合は
上の耕耘料金に準ずる

17,20010a 請負コンバイン刈取脱穀
⑴乾燥場までの籾運搬は別途、⑵乾
燥場までの籾運搬費は籾運搬コンテ
ナを使用する場合、10a 当り 900 円

3510a 請負トラクター畔塗り ⑴標準料金金額は 1m 当りの料金で
あり、100mを基礎に算出

7,30010a 請負田植機植　付 ⑴稚苗植の額、⑵苗費は別途

2,80060kg 当り乾燥調製 ⑴籾摺料金（640 円）を含む
7901 箱当り育　苗 ⑴稚苗（硬化苗）の額



かとり農業委員会だより 平成２９年５月（４）

　

い
つ
も
は
固
い
紙
面
で
す
が
、
今
回
は
楽
し
く
香

取
の
地
酒
「
夢
遥
（
ゆ
め
は
る
か
）」
を
取
り
上
げ

て
み
ま
し
た
。

　

利
き
酒
会
は
盛
況
の
中
、
開
催
さ
れ
、
お
い
し
い

地
酒
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夢
遥
（
ゆ
め
は
る
か
）
に
乾
杯
。

　

農
業
委
員
会
が
新
た
な
組
織
と
な
り
、
１
年
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。
１
年
が
経
っ
て
の
感
想
を
寄
稿

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。　

　

農
業
委
員
会
は
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
連
携
で
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。　

　

４
月
よ
り
事
務
局
体
制
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

今
、
田
ん
ぼ
は
緑
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
策
定
な
ど
で
、
地
域
の
大
切
な
農
地
を
守
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

４
月
12
日
に
、
平
成
29
年
度

全
国
情
報
会
議
が
開
催
さ
れ
、

香
取
市
農
業
委
員
会
が
「
優
良

情
報
活
動
農
業
委
員
会
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
農
業
委
員
会
だ
よ

り
」
の
充
実
の
た
め
に
、
皆
さ

ま
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

編
集
長　

栗
林　

利
男 後

編

記

集

農地の売買・転用等の申請受付期間並びに総会予定表
＜平成２９年５月～１０月＞

  ６月６日（火）

  ７月５日（水）

  ８月７日（月）

  ９月５日（火）

１０月５日（木）

１１月７日（火）

総会開催日

  ５月２２日（月）～２５日（木）

  ６月２１日（水）～２３日（金）

  ７月２１日（金）～２５日（火）

  ８月２１日（月）～２５日（金）

  ９月２１日（木）～２５日（月）

１０月２３日（月）～２５日（水）

受付期間

２９年   ５月受付分

２９年   ６月受付分

２９年   ７月受付分

２９年   ８月受付分

２９年   ９月受付分

２９年 １０月受付分

年　月

お知らせ：　第３１号でもお伝えしましたが、平成２９年度より、千葉県農業会議 常設審議委員会の
　　　　　　開催日の変更により、受付期間及び総会開催日が変更となっています。

事
務
局
職
員
の
退
職
者

　

３
月
31
日
付
け
を
も
っ
て
、
２
名
の
職
員
が

退
職
し
ま
し
た
。

　

・
小
林　

正
美
（
小
見
川
地
区
担
当
）

　

・
角
田　

義
彦
（
栗
源
地
区
担
当
）


